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世界に希望を生み出そう

■ 点　鐘 12：30

それでこそロータリー　　　太田明良ソングリーダー■ ソング  

■ ゲスト・ビジター紹介

伊那英語ガイドクラブ事務局
・中村美里 様　　・西嶋佳子 様

■ 通常例会 12：30～　例会場にて

■ 友好桜例会 12：00～

分水RC寄贈の友好桜の花見
　　　　　　　　　（於：伊那中央病院庭）

・卓話者紹介　　　唐澤千明国際奉仕委員長
　「伊那英語ガイドクラブ」は、伊那地区の観光英語ガイドを目的とした同好会で、
2006 年に数人で活動を開始し、現在 20名前後の会員がいます。
　クラブ員は国際交流に興味を持つ伊那市と周辺市町村、駒ケ根市、箕輪町、宮田村、
南箕輪村等の住民です。海外の人達に伊那谷をよく知ってもらおうと、各地の産業や
歴史・文化の知識を深め、史跡を英語でガイドするための勉強会をしています。
　毎月第2第4火曜日夜7時～9時「いなっせ」でのミーティングが活動の中心ですが、

時季に合わせてお花見、ひな祭り、ほたる祭りなどのツアーを企画し、外国人英語教師や信州大学留学生な
ど伊那在住の外国人を対象に英語ガイドを実践しています。他の団体のお手伝いなども少しずつ実践の機会
を得るようになってきました。ミーティング参観はいつでも歓迎しています。
　ここ数ヶ月の活動について。
　昨今の活動についてですが、コロナ禍ではオンラインミーティングを行なっていました。2023 年に入り
クラブの活動を再び活気あるものにしようと模索をし、認知度が高まりつつあるオクトーバーフェス（伊那
セントラルパーク）への協力、および伊那市協働のまちづくり交付金の認可を頂き初心者向けガイド養成講
座と在日外国人を対象とした農家民泊や日本文化体験を含む高遠ツアーを行いました。ガイド講座には伊那
市や近隣市町村から多くの方々に参加して頂き、その中には高校生も含まれており観光や国際交流に関心の
ある世代の受け皿としてガイドクラブのこれからの活動意義を考えるきっかけにもなりました。また、信州
大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスに一緒に乗ってバスの利用方法を
教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　2024 年も、前年同様に活動の幅を広げていきたいと考えています。

・卓話　　　伊那英語ガイドクラブ　中村美里様・西嶋佳子様
　本日はお招きどうもありがとうございます。「伊
那英語ガイドクラブ」につきまして紹介をさせて
頂きます。
　昨年の 7 月に納涼会を兼ねて、帰国する ALT
の送別会を夕方していました。その折にお会いで
きた事がこのご縁になりました。
　さまざまな年齢・性別・国籍の集まりでこのグ

ループは何だろうと思われた事でしょうね。ここには写っていませんが松本空港ロータリークラブ所属の
オーストラリアからの留学生も、伊那のメンバーの家に３ヶ月ホームステイしていたので参加していました。
　以前にメンバーだった男性は、JICA 協会隊活動後に箕輪でのロータリー様のサポートでスウェーデンの
大学院を卒業し、今は東京の JICAに勤務しています。
　伊那英語ガイドクラブは、伊那地区の観光英語ガイドを目的とした同好会で、 長野オリンピック時に英語
ボランティアで集まったメンバーが 2006 年に数人で活動を開始しました。以前は伊那合同庁舎に外国人交
流員や、伊那に国際交流協会があり恵まれていましたが、予算減少により今はどちらもありません。
　その折から機会を設けては県内在住外国人に、餅つき・花見・ほたる祭り・クリスマス会など英語で案内
をするツアーをして参りました。2018 年には伊那市協働のまち作り支援金を頂き、信大留学生や外国人を
伊那街道やますみの森に案内してガイドを行い、その後案内本を制作しました。
　中川村在住だった JICA の語学部長、英語の教授ご夫妻に月一回の伊那谷についての講義を受けていまし
たので、そのご夫妻の引退を機会に今までのテキストを自費出版しました。
　ロータリー様もメンバーだったと思いますが、当クラブは農学部の留学生支援の会に所属していまして、
その折に知り合った何人かの留学生もクラブミーティングに参加してくれるようになりました。特にヨルダ
ンからの留学生アフマドさんは伊那をとても気に入ってくださり、親交のあったリナアナブ在日ヨルダン大
使が伊那まで訪れてくださいました。
　コロナ禍に入り農学部の留学生の発表の機会が zoom に移行してミーティングに誘われたのを機に、ガイ
ドクラブも zoom に移行しました。その後昨年 6 月まで zoom のミーティングを継続しました。その時か
ら会員の英語力向上のために、箕輪在住のアメリカ人を月 2 回の講師に依頼しています。しかしメンバーの
高齢化と活動の低下が問題になり消滅の危機でした。
　昨年、伊那市からの補助金を受ける事ができました。無料の観光講座を開催し、高校生からシニアまでの
英語で交流したい方に向けて３ヶ月の講座を行い、１泊 2 日、伊那観光協会との連携民泊を活用し、県内在
住外国人や留学生を対象として高遠ツアーを行いました。メンバーやゲストにもとても好評で、若いメンバー
がその後入会してくれました。
　信州大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスにいっしょに乗ってバスの
利用方法を教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　若いメンバーのこれからの活躍や、伊那谷観光の発展のためにご協力を頂ければ幸いです。

・謝辞　　　市川修次会長
　本日はお忙しい中を貴重な卓話を行っていただきましてありがとうございました。日本を訪れる外国の方
が多くなっている一方で国際関係も複雑な方向に進んでいるように思います。
そんな中で外国の方々に伊那を通して日本を理解して頂く、皆さんの行ってい
るような活動は大変重要だとお話を伺っていて感じました。これからも是非活
躍して頂きますようお願い致します。
　本日はありがとうございました。



■ ニコニコボックス

◆市川修次

◆宮下健

◆松田靖宏

◆熊谷健

◆澁谷恵二

伊那英語ガイドクラブ 中村様・西嶋様、お忙しい中をご来訪いただきまして誠にありがと
うございます。本日は卓話を宜しくお願い致します。
伊那英語ガイドクラブの中村様・西嶋様、本日の卓話宜しくお願い致します。
桜花爛漫の季節となりましたが、春雨どころか台風を思わせる悪天候で友好桜のお花見、
大変お疲れ様でした。
次週、創立記念例会です。テーマは「癒し」だそうです。池田ガバナー補佐の美声で癒さ
れて下さい。
伊那英語ガイドクラブの中村様・西嶋様、卓話よろしくお願いいたします。
また、本日は地区研修・協議会の報告をしていただきますので、参加された皆様よろしく
お願いいたします。
先週日曜日、4月7日は「地区研修・協議会」に各委員会の委員長を始め、多くのメンバー
にご参加いただきありがとうございました。今回、次回と報告がありますがよろしくお願
い致します。また、次年度のご協力よろしくお願い致します。
4月に入り―　長女の就職、若旦那の骨折からのサッカーへの復帰、商工会議所からの
ディズニーペアチケットをいただくなど、嬉しいことが続いています。みなさんと共有し
ます。

■ 会長挨拶 市川修次会長
　本日は伊那英語ガイドクラブの皆様に卓話をお願いしてあります。伊那英語ガイド
クラブの皆様にはお忙しい中をわざわざ時間をとって頂きまして誠にありがとうござ
います。宜しくお願いいたします。
　今日は分水 RC との友好桜例会です。先ほどは寒い中、又雨の中を中央病院の友好
桜を見てきました。三分咲き程度ではありましたが満開になるのはもうすぐの様に思っ

て見てまいりました。高遠公園の桜も昨日が三分咲きという事で天気予報では雨があがると気温が上がると
言われていますので週末には満開となり見に来られる方も多いのではないかと思います。
　中央病院に咲いています友好桜は先ほど見ましたら一本が 2010 年 1 月 9 日、もう一本がちょうど今から
14 年前の 2010 年 4 月 9 日となっておりまして、先ほど小川先生から増築工事に伴い今の位置に移植され
たと伺いました。
　私共から分水 RC に送られたタカトオコヒガンザクラは三回目と聞いておりますが、平成 28 年 11 月 9
日に分水公民館に移植され昨年も見てまいりましたが、今でもきれいな花が咲いておりました。
　以前、分水ロータリークラブの皆さんがこちらに見えた時に話をさせて頂きましたが、氾濫を繰り返す信
濃川を治める為に分水路を作った、それが大河津分水（おおこうづぶんすい）と呼ばれていまして、その
10Kｍに渡る堤防沿いにソメイヨシノが植樹されて今では 3000 本の桜並木となっているそうです。高遠城
址の桜と共に日本桜名所 100 選に選ばれている縁で友好交流を始めて、現在では 16 年となっており、案内
させて頂いていますように今年は分水 RC が 50 周年という事で 5 月の記念式典に伺うという事になってお
ります。
　桜の開花時期には開花する予想が毎日位テレビなどで発表されておりまして、桜ほど日本人に好まれる花
もないのではないかと思います。「花より団子」と言われますが、これは平安時代の貴族の生活様式から生
まれた言葉だそうで、美しい花を見るだけでなく食べ物や飲み物も一緒に楽しむ、見た目や美しさよりも実
利を重視するという貴族の遊びから出てきた言葉だそうです。一方では太平洋戦争の時に特攻隊が「桜花」
と呼ばれていたそうで特攻隊員が命を掛けて特攻して桜の花が散る様に命が散っていった、悲しい花でもあ
るように思います。桜の花は古くから最も日本人に好まれた花のひとつで、人と人との絆を深める花である
と言われています。
　5 月 19 日の分水 RC の 50 周年記念式典には現在 20 名の方の出席が予定されています。この記念式典に
皆さんで心からお祝いして、これからの末永い友好を築いていきたいと思います。

次頁へ続く

・卓話者紹介　　　唐澤千明国際奉仕委員長
　「伊那英語ガイドクラブ」は、伊那地区の観光英語ガイドを目的とした同好会で、
2006 年に数人で活動を開始し、現在 20名前後の会員がいます。
　クラブ員は国際交流に興味を持つ伊那市と周辺市町村、駒ケ根市、箕輪町、宮田村、
南箕輪村等の住民です。海外の人達に伊那谷をよく知ってもらおうと、各地の産業や
歴史・文化の知識を深め、史跡を英語でガイドするための勉強会をしています。
　毎月第2第4火曜日夜7時～9時「いなっせ」でのミーティングが活動の中心ですが、

時季に合わせてお花見、ひな祭り、ほたる祭りなどのツアーを企画し、外国人英語教師や信州大学留学生な
ど伊那在住の外国人を対象に英語ガイドを実践しています。他の団体のお手伝いなども少しずつ実践の機会
を得るようになってきました。ミーティング参観はいつでも歓迎しています。
　ここ数ヶ月の活動について。
　昨今の活動についてですが、コロナ禍ではオンラインミーティングを行なっていました。2023 年に入り
クラブの活動を再び活気あるものにしようと模索をし、認知度が高まりつつあるオクトーバーフェス（伊那
セントラルパーク）への協力、および伊那市協働のまちづくり交付金の認可を頂き初心者向けガイド養成講
座と在日外国人を対象とした農家民泊や日本文化体験を含む高遠ツアーを行いました。ガイド講座には伊那
市や近隣市町村から多くの方々に参加して頂き、その中には高校生も含まれており観光や国際交流に関心の
ある世代の受け皿としてガイドクラブのこれからの活動意義を考えるきっかけにもなりました。また、信州
大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスに一緒に乗ってバスの利用方法を
教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　2024 年も、前年同様に活動の幅を広げていきたいと考えています。

・卓話　　　伊那英語ガイドクラブ　中村美里様・西嶋佳子様
　本日はお招きどうもありがとうございます。「伊
那英語ガイドクラブ」につきまして紹介をさせて
頂きます。
　昨年の 7 月に納涼会を兼ねて、帰国する ALT
の送別会を夕方していました。その折にお会いで
きた事がこのご縁になりました。
　さまざまな年齢・性別・国籍の集まりでこのグ

ループは何だろうと思われた事でしょうね。ここには写っていませんが松本空港ロータリークラブ所属の
オーストラリアからの留学生も、伊那のメンバーの家に３ヶ月ホームステイしていたので参加していました。
　以前にメンバーだった男性は、JICA 協会隊活動後に箕輪でのロータリー様のサポートでスウェーデンの
大学院を卒業し、今は東京の JICAに勤務しています。
　伊那英語ガイドクラブは、伊那地区の観光英語ガイドを目的とした同好会で、 長野オリンピック時に英語
ボランティアで集まったメンバーが 2006 年に数人で活動を開始しました。以前は伊那合同庁舎に外国人交
流員や、伊那に国際交流協会があり恵まれていましたが、予算減少により今はどちらもありません。
　その折から機会を設けては県内在住外国人に、餅つき・花見・ほたる祭り・クリスマス会など英語で案内
をするツアーをして参りました。2018 年には伊那市協働のまち作り支援金を頂き、信大留学生や外国人を
伊那街道やますみの森に案内してガイドを行い、その後案内本を制作しました。
　中川村在住だった JICA の語学部長、英語の教授ご夫妻に月一回の伊那谷についての講義を受けていまし
たので、そのご夫妻の引退を機会に今までのテキストを自費出版しました。
　ロータリー様もメンバーだったと思いますが、当クラブは農学部の留学生支援の会に所属していまして、
その折に知り合った何人かの留学生もクラブミーティングに参加してくれるようになりました。特にヨルダ
ンからの留学生アフマドさんは伊那をとても気に入ってくださり、親交のあったリナアナブ在日ヨルダン大
使が伊那まで訪れてくださいました。
　コロナ禍に入り農学部の留学生の発表の機会が zoom に移行してミーティングに誘われたのを機に、ガイ
ドクラブも zoom に移行しました。その後昨年 6 月まで zoom のミーティングを継続しました。その時か
ら会員の英語力向上のために、箕輪在住のアメリカ人を月 2 回の講師に依頼しています。しかしメンバーの
高齢化と活動の低下が問題になり消滅の危機でした。
　昨年、伊那市からの補助金を受ける事ができました。無料の観光講座を開催し、高校生からシニアまでの
英語で交流したい方に向けて３ヶ月の講座を行い、１泊 2 日、伊那観光協会との連携民泊を活用し、県内在
住外国人や留学生を対象として高遠ツアーを行いました。メンバーやゲストにもとても好評で、若いメンバー
がその後入会してくれました。
　信州大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスにいっしょに乗ってバスの
利用方法を教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　若いメンバーのこれからの活躍や、伊那谷観光の発展のためにご協力を頂ければ幸いです。

・謝辞　　　市川修次会長
　本日はお忙しい中を貴重な卓話を行っていただきましてありがとうございました。日本を訪れる外国の方
が多くなっている一方で国際関係も複雑な方向に進んでいるように思います。
そんな中で外国の方々に伊那を通して日本を理解して頂く、皆さんの行ってい
るような活動は大変重要だとお話を伺っていて感じました。これからも是非活
躍して頂きますようお願い致します。
　本日はありがとうございました。



宮下健幹事　　　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

◆伊藤歩美

◆馬場秀則

娘が大学進学の為、我家から巣立っていきました。3人の子どもたちがこれで全員家から
いなくなり静かな家になりました。娘の一人暮らし、現在就活中の次男の行く末と心配事
は尽きませんが、なるようになるさと思っています。
高校の同級生（デンダ君）が信州の一本桜を本にまとめ、出しました。「上伊那郡の桜」
3,300円です。アマゾンで買っていただければOKです。

会員数48名　　出席免除会員5名　　長欠会員1名　　本日出席者21名　　事前メイク1名　　
出席率52.38％　　前回出席率 修正なし

■ 出席報告

次頁へ続く

・卓話者紹介　　　唐澤千明国際奉仕委員長
　「伊那英語ガイドクラブ」は、伊那地区の観光英語ガイドを目的とした同好会で、
2006 年に数人で活動を開始し、現在 20名前後の会員がいます。
　クラブ員は国際交流に興味を持つ伊那市と周辺市町村、駒ケ根市、箕輪町、宮田村、
南箕輪村等の住民です。海外の人達に伊那谷をよく知ってもらおうと、各地の産業や
歴史・文化の知識を深め、史跡を英語でガイドするための勉強会をしています。
　毎月第2第4火曜日夜7時～9時「いなっせ」でのミーティングが活動の中心ですが、

時季に合わせてお花見、ひな祭り、ほたる祭りなどのツアーを企画し、外国人英語教師や信州大学留学生な
ど伊那在住の外国人を対象に英語ガイドを実践しています。他の団体のお手伝いなども少しずつ実践の機会
を得るようになってきました。ミーティング参観はいつでも歓迎しています。
　ここ数ヶ月の活動について。
　昨今の活動についてですが、コロナ禍ではオンラインミーティングを行なっていました。2023 年に入り
クラブの活動を再び活気あるものにしようと模索をし、認知度が高まりつつあるオクトーバーフェス（伊那
セントラルパーク）への協力、および伊那市協働のまちづくり交付金の認可を頂き初心者向けガイド養成講
座と在日外国人を対象とした農家民泊や日本文化体験を含む高遠ツアーを行いました。ガイド講座には伊那
市や近隣市町村から多くの方々に参加して頂き、その中には高校生も含まれており観光や国際交流に関心の
ある世代の受け皿としてガイドクラブのこれからの活動意義を考えるきっかけにもなりました。また、信州
大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスに一緒に乗ってバスの利用方法を
教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　2024 年も、前年同様に活動の幅を広げていきたいと考えています。

・卓話　　　伊那英語ガイドクラブ　中村美里様・西嶋佳子様
　本日はお招きどうもありがとうございます。「伊
那英語ガイドクラブ」につきまして紹介をさせて
頂きます。
　昨年の 7 月に納涼会を兼ねて、帰国する ALT
の送別会を夕方していました。その折にお会いで
きた事がこのご縁になりました。
　さまざまな年齢・性別・国籍の集まりでこのグ

■ 卓　話

ループは何だろうと思われた事でしょうね。ここには写っていませんが松本空港ロータリークラブ所属の
オーストラリアからの留学生も、伊那のメンバーの家に３ヶ月ホームステイしていたので参加していました。
　以前にメンバーだった男性は、JICA 協会隊活動後に箕輪でのロータリー様のサポートでスウェーデンの
大学院を卒業し、今は東京の JICAに勤務しています。
　伊那英語ガイドクラブは、伊那地区の観光英語ガイドを目的とした同好会で、 長野オリンピック時に英語
ボランティアで集まったメンバーが 2006 年に数人で活動を開始しました。以前は伊那合同庁舎に外国人交
流員や、伊那に国際交流協会があり恵まれていましたが、予算減少により今はどちらもありません。
　その折から機会を設けては県内在住外国人に、餅つき・花見・ほたる祭り・クリスマス会など英語で案内
をするツアーをして参りました。2018 年には伊那市協働のまち作り支援金を頂き、信大留学生や外国人を
伊那街道やますみの森に案内してガイドを行い、その後案内本を制作しました。
　中川村在住だった JICA の語学部長、英語の教授ご夫妻に月一回の伊那谷についての講義を受けていまし
たので、そのご夫妻の引退を機会に今までのテキストを自費出版しました。
　ロータリー様もメンバーだったと思いますが、当クラブは農学部の留学生支援の会に所属していまして、
その折に知り合った何人かの留学生もクラブミーティングに参加してくれるようになりました。特にヨルダ
ンからの留学生アフマドさんは伊那をとても気に入ってくださり、親交のあったリナアナブ在日ヨルダン大
使が伊那まで訪れてくださいました。
　コロナ禍に入り農学部の留学生の発表の機会が zoom に移行してミーティングに誘われたのを機に、ガイ
ドクラブも zoom に移行しました。その後昨年 6 月まで zoom のミーティングを継続しました。その時か
ら会員の英語力向上のために、箕輪在住のアメリカ人を月 2 回の講師に依頼しています。しかしメンバーの
高齢化と活動の低下が問題になり消滅の危機でした。
　昨年、伊那市からの補助金を受ける事ができました。無料の観光講座を開催し、高校生からシニアまでの
英語で交流したい方に向けて３ヶ月の講座を行い、１泊 2 日、伊那観光協会との連携民泊を活用し、県内在
住外国人や留学生を対象として高遠ツアーを行いました。メンバーやゲストにもとても好評で、若いメンバー
がその後入会してくれました。
　信州大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスにいっしょに乗ってバスの
利用方法を教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　若いメンバーのこれからの活躍や、伊那谷観光の発展のためにご協力を頂ければ幸いです。

・謝辞　　　市川修次会長
　本日はお忙しい中を貴重な卓話を行っていただきましてありがとうございました。日本を訪れる外国の方
が多くなっている一方で国際関係も複雑な方向に進んでいるように思います。
そんな中で外国の方々に伊那を通して日本を理解して頂く、皆さんの行ってい
るような活動は大変重要だとお話を伺っていて感じました。これからも是非活
躍して頂きますようお願い致します。
　本日はありがとうございました。
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次期会長・幹事部会　　　熊谷健会長エレクト
　４月７日午後１時から、リモートで開催された「2024～2025年度のための地区研修・
協議会」に参加された各委員会の委員長を始め参加メンバーの方々、大変ご苦労様で
した。
　会長・幹事部会では、「地区人頭分担金の増額」と「2024 ～ 2025 年度地区予算」
の 2つの議題について審議が行われ、結果として両議案とも承認可決されました。

地区人頭分担金の増額議案は、地区会員の減少などによりここ数年地区資金の経常収支の赤字が続いており、
青少年育成基金などを取り崩して対応してきたが、このままでは次々年度への繰越金が底を付いてしまう恐
れがあるため、現在年額 2 万 4000 円の地区人頭分担金を 2400 円増額して年額 2 万 6400 円としたいとい

令和6年4月7日（日）　オンライン開催■ 地区研修・協議会の報告

 

うものです。
　この件に関しては、今まで PETS などでこの必要性の報告を受けてはいたものの、議案の提出については
事前に通知文書がメールで送られたのみで、議案書の提出などはなく、当日になって議案の上程を知った会
長も多かったと思われます。
　議案説明は、提供資料に基づき口頭でなされました。不慣れな議事運営であったためか、質疑の時間を設
けずいきなり採決に入ろうとしましたので、質疑の時間を設けるよう要請しました。いくつかの質疑応答の
後漸く採決されましたが、残念ながらこの重大議案の審議に臨むという熱意があまり伝わって来ませんでし
た。
　いずれにしましても、採決されたことで、次年度はそのことを念頭に置きクラブの予算執行を行い、メン
バー各位には新たな負担をかけぬようにしたいと考えていますので宜しくお願い致します。

公共イメージ向上部会　　　澁谷恵二 次期公共イメージ向上委員
【委員会の目的・目標】

地区内の各ロータリークラブの活動を広く社会に情報発信し、ロータリー活動への理
解を促すとともに活動を後押しし、ロータリー活動への公共イメージ向上に繋がる広
報展開を目指す。
【今年度の計画・重点事業】
公共イメージ向上を狙いとした広報展開は多岐に渡るが、予算、マンパワーに制約も

あり、白鳥次期ガバナーから示された運営方針に沿った広報展開を今後委員会で検討していく。 特に「夢の
実現プロジェクト」について、活動の広がりを目指すとともに、その必要性についても社会に訴求し得る広
報の在り方について研究する。また、11 月９日・10 日に予定される地区大会についても、ロータリー活動
への理解と賛同を促す絶好の機会でもあり、効果的な広報展開について研究を進める。
【委員会・事業日程】
今後、各委員会とも連携し、必要とされる広報展開のニーズをヒアリングし、具体的な広報計画を作成して
いく。
【イメージ向上のための取り組み】
・自分のクラブの会員のロータリーの活動について理解を深めてもらう。
・マスコミを利用したい場合は委員長の土屋健治さんに連絡すれば対応していただける。
・Xなどの SNSを利用して情報発信を活発に行う。
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ンからの留学生アフマドさんは伊那をとても気に入ってくださり、親交のあったリナアナブ在日ヨルダン大
使が伊那まで訪れてくださいました。
　コロナ禍に入り農学部の留学生の発表の機会が zoom に移行してミーティングに誘われたのを機に、ガイ
ドクラブも zoom に移行しました。その後昨年 6 月まで zoom のミーティングを継続しました。その時か
ら会員の英語力向上のために、箕輪在住のアメリカ人を月 2 回の講師に依頼しています。しかしメンバーの
高齢化と活動の低下が問題になり消滅の危機でした。
　昨年、伊那市からの補助金を受ける事ができました。無料の観光講座を開催し、高校生からシニアまでの
英語で交流したい方に向けて３ヶ月の講座を行い、１泊 2 日、伊那観光協会との連携民泊を活用し、県内在
住外国人や留学生を対象として高遠ツアーを行いました。メンバーやゲストにもとても好評で、若いメンバー
がその後入会してくれました。
　信州大学農学部からの依頼で、日本に来て間もない留学生に伊那市の循環バスにいっしょに乗ってバスの
利用方法を教えるなど活動が徐々に広がってきています。
　若いメンバーのこれからの活躍や、伊那谷観光の発展のためにご協力を頂ければ幸いです。

・謝辞　　　市川修次会長
　本日はお忙しい中を貴重な卓話を行っていただきましてありがとうございました。日本を訪れる外国の方
が多くなっている一方で国際関係も複雑な方向に進んでいるように思います。
そんな中で外国の方々に伊那を通して日本を理解して頂く、皆さんの行ってい
るような活動は大変重要だとお話を伺っていて感じました。これからも是非活
躍して頂きますようお願い致します。
　本日はありがとうございました。

次期会長・幹事部会　　　熊谷健会長エレクト
　４月７日午後１時から、リモートで開催された「2024～2025年度のための地区研修・
協議会」に参加された各委員会の委員長を始め参加メンバーの方々、大変ご苦労様で
した。
　会長・幹事部会では、「地区人頭分担金の増額」と「2024 ～ 2025 年度地区予算」
の 2つの議題について審議が行われ、結果として両議案とも承認可決されました。

地区人頭分担金の増額議案は、地区会員の減少などによりここ数年地区資金の経常収支の赤字が続いており、
青少年育成基金などを取り崩して対応してきたが、このままでは次々年度への繰越金が底を付いてしまう恐
れがあるため、現在年額 2 万 4000 円の地区人頭分担金を 2400 円増額して年額 2 万 6400 円としたいとい

うものです。
　この件に関しては、今まで PETS などでこの必要性の報告を受けてはいたものの、議案の提出については
事前に通知文書がメールで送られたのみで、議案書の提出などはなく、当日になって議案の上程を知った会
長も多かったと思われます。
　議案説明は、提供資料に基づき口頭でなされました。不慣れな議事運営であったためか、質疑の時間を設
けずいきなり採決に入ろうとしましたので、質疑の時間を設けるよう要請しました。いくつかの質疑応答の
後漸く採決されましたが、残念ながらこの重大議案の審議に臨むという熱意があまり伝わって来ませんでし
た。
　いずれにしましても、採決されたことで、次年度はそのことを念頭に置きクラブの予算執行を行い、メン
バー各位には新たな負担をかけぬようにしたいと考えていますので宜しくお願い致します。

公共イメージ向上部会　　　澁谷恵二 次期公共イメージ向上委員
【委員会の目的・目標】

地区内の各ロータリークラブの活動を広く社会に情報発信し、ロータリー活動への理
解を促すとともに活動を後押しし、ロータリー活動への公共イメージ向上に繋がる広
報展開を目指す。
【今年度の計画・重点事業】
公共イメージ向上を狙いとした広報展開は多岐に渡るが、予算、マンパワーに制約も

あり、白鳥次期ガバナーから示された運営方針に沿った広報展開を今後委員会で検討していく。 特に「夢の
実現プロジェクト」について、活動の広がりを目指すとともに、その必要性についても社会に訴求し得る広
報の在り方について研究する。また、11 月９日・10 日に予定される地区大会についても、ロータリー活動
への理解と賛同を促す絶好の機会でもあり、効果的な広報展開について研究を進める。
【委員会・事業日程】
今後、各委員会とも連携し、必要とされる広報展開のニーズをヒアリングし、具体的な広報計画を作成して
いく。
【イメージ向上のための取り組み】
・自分のクラブの会員のロータリーの活動について理解を深めてもらう。
・マスコミを利用したい場合は委員長の土屋健治さんに連絡すれば対応していただける。
・Xなどの SNSを利用して情報発信を活発に行う。


